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多数出願済

https://project-engine.org/

内視鏡、炎症性腸疾患、機能再建手術、消化器腫瘍学、手術機器開発、手術支援ロボット開発、
内視鏡手術トレーニングシステム開発　

骨配向化用薬剤、治療薬
教授 中野　貴由
https://researchmap.jp/read0013987

特任教授 石本　卓也 助教 小笹　良輔

准教授 松垣　あいら
https://researchmap.jp/aira

Researchmap Researchmap
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工学研究科   マテリアル生産科学専攻

特許

論文

参考URL

キーワード 骨疾患、骨配向性、骨治療薬、遺伝子、タンパク質、骨芽細胞、破骨細胞、受容体

http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp6/nakano/

　中島研究室（プロジェクトENGINE）は、2008年に最
先端の内視鏡診断、治療に必要となる革新的医療機
器の開発をめざしたオープン・イノベーション型の研
究複合体「ENGINE」として出発。2012年からは共同研
究講座として多くの企業、内外の医師と連携しつつ意
欲的な機器の開発に挑戦し続けている。臨床現場の
ニーズにもとづき、プラスチック成形・加工技術、金属
加工技術、ポリマーサイエンス、精密化学等、医療機
器の研究開発に必要な基盤技術を有する企業と密
に連携して、様々な先進的医療機器を共同開発。さら
にはこれら医療機器を現行治療に転用（スピン・オ
フ）することによって、技術的難度の高い現在の治療
手技の標準化と、さらなる均てん化に努めている。一
例として、医師の「臨床ニーズ」と販売会社の「顧客
ニーズ」をすりあわせた「真のニーズ」をもとに、「血液
吸引と凝固止血を1本で可能とする新しい外科手術
用電気メスプローブ」の共同開発に成功し、臨床現場
で高い支持を得ている。

医学系研究科　次世代内視鏡治療学共同研究講座

特任教授 中島　清一

次世代超低侵襲内視鏡治療
関連機器の開発

研究の概要

　骨本来の配向化構造（アパタイト／コラーゲン配向化
構造）の回復が骨の機能化には必須であり、もはや既存
の骨疾患治療薬では骨機能回復を促すことは難しい。
中野研究室では骨配向化の概念に基づく、まったく新し
い骨疾患治療を実現するための、骨配向化用薬剤組成
物を見出した。具体的には、骨芽細胞の受容体に作用し、
その配列化を促進し骨配向化を誘導する可溶性タンパ
ク質を、マイクロアレイ法により約３万５千個の遺伝子の
中から同定して見出した。同定した物質は、破骨細胞ー
骨芽細胞間相互作用に基づき骨配向化を促進する。

研究の概要

　ENGINEは、これまで15を超す医療機器を世に送り
出す等、大学主導の機器開発コンソーシアムとしては
比類のない実績を挙げている。また「ものづくりを学
問に」をモットーに、これまで多数の学術論文を発
表。「研究成果を企業と共有する」べく、企業との共
同出願も150件あまりを数える。

社会実装に向けた将来展望

　本成果で得られた骨配向化促進物質はこれまで見出
されていない骨質制御因子であるため、骨疾患治療薬と
して開発することで健全な配向性を有する骨再生を達
成し、これにともない特に製薬・医薬品産業を中心とし
て幅広い産業・製品群に対して、大きな波及効果があ
る。骨粗鬆症、骨腫瘍・転移性がん、骨軟化症を含む骨疾
患に適用可能な治療薬として市場開拓が見込まれる。

社会実装に向けた将来展望
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骨配向化制御因子の同定

破骨細胞による骨芽細胞配列化制御

骨力学機能を支配する「骨配向性」


